
第３回（仮称）花巻市多文化共生推進プラン策定委員会 会議録 

 

１ 開催日時  

  令和５年３月２３日（木） 午後３時～３時５０分 

 

２ 開催場所 

  花巻市役所本庁舎３階 委員会室 

 

３ 出席者 

  （１）委員（10 名） 

小原英恵委員、小瀬川匡美委員、崔粛京委員、佐々木史昭委員、髙橋正行委員、

藤井英子委員、藤原正己委員、穂高マツヨ委員、山口幸朗委員、吉水香教委員 

  （２）アドバイザー 

   岩手大学 松岡洋子教授 

（３）事務局 

市川生涯学習部長 

国際交流室 佐々木室長、加藤次長、髙山上席主査、鈴木主査、佐々木主事 

（公財）花巻国際交流協会 多田事務局員 

 

４ 欠席者  

  ２名（千葉ミンダパレルモ委員、ホアンヴアンアイン委員） 

 

５ 傍聴人 

  なし 

 

６ 議題等（議事録） 

◎会議成立の報告（事務局） 

  委員 10 名が出席。出席委員数が構成委員の過半数を超えており、（仮称）花巻市多

文化共生推進プラン策定委員会設置要綱第６条第２項により、会議が成立することを

報告。 

 

（１）開会 （事務局） 

 

（２）挨拶  

（佐々木委員長） 

皆さんこんにちは。本日は、第 3回花巻市多文化共生推進プラン策定委員会に、皆様には



お集まりいただきまして本当にありがとうございます。 

私も委員長を預かっておりますけれども、本日で集大成ということで、皆様の御協力に感

謝申し上げたいと思っております。 

今日はですね、話し合っていただいたものを反映させた最終案をパブリックコメントで、

市民の方々に見ていただきまして、コメントを頂戴したものを反映させて、最終案を皆様に

御確認をいただくという手順が、まず、大事な一つでございます。 

また、私は花巻国際交流協会の理事長をさせていただいておりまして実は昨日、理事会が

ありまして、新年度の事業計画を理事の皆さんと話し合ったのですけれども、この多文化共

生推進プラン、皆様にお決めいただいたものを、地域で展開する役割を担うという組織でも

ありますので、事業計画の中に盛り込ませさせていただいております。 

ついてはですね、この場で話すことでは本来ないかもしれませんけれども、新しい年度に

なりましたら、協会のほうでの多文化共生の協議、あるいは事業の展開に皆様に、自発的な

御協力をお願い出来ないだろうかというものでございます。 

市でありましたら、幾分か予算を確保して皆さんをお呼びしてですね、若干の交通費等を

出したりできるわけですけれども、協会ですとなかなかそういうことも、ちょっと難しいと

ころがございまして、皆様がそういう内容でしたら、協力できるかもという思いがある方は

ぜひ、一緒に、これまで考えてきたものを、地域で実現に移すほうに御協力をいただけない

かということをまた文書で用意させていただいておりまして、皆様にお渡しをして御説明

をして、2 週間程度期日を設けてですね、協力できる、あるいは残念だけれども出来ない、

今悩んでいるという 3択で、連絡をいただきながら、そちらのほうを活動に移すというプラ

ンを昨日理事会で話し合わせていただいております。また後ほど、詳しい説明はさせていた

だきますけども、あわせてですね、頭に置いていただければ幸いでございます。 

それでは、策定委員会を開催いたしますので皆さんどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（３）議事 

議事は、要綱第 5条第 3項の規定により、委員長が行うこととなっております。佐々木委

員長よろしくお願いいたします。 

 

（○佐々木委員長） 

それでは指名をいただきましたので、進めてまいります。 

次第を御覧いただきまして議事（1）パブリックコメントの実施結果についてから進行し

てまいります。 

パブリックコメントの実施結果について、事務局より御説明をお願いいたします。 

 

（事務局より（１）パブリックコメントの実施結果について説明） 

 



（○佐々木委員長） 

説明ありがとうございました。 

この件につきまして皆様から御質問や御意見等あれば挙手にてお願いをいたします。 

（挙手なし） 

はい、では、この件は、以上として次に進めてまいります。 

議事の２番、「花巻市多文化共生推進プランの最終案について」でございます。事務局よ

り御説明をお願いいたします。 

 

（事務局より（２）花巻市多文化共生推進プランの最終案について説明） 

 

（○佐々木委員長） 

はい、ありがとうございました。 

皆様から御質問、御意見等あれば挙手にてお願いいたします。崔委員お願いします。 

 

（○崔委員） 

富士大学の崔粛京と申します。 

このプランの策定についてさっき説明をいただきましたけれども、本当にですね、大変だ

ったと思います。非常にお疲れさまでした。非常に良いプランだと思います。 

それで、私もですね、実は前に言おうか言わないか迷ったんですけれども、この日本ので

すね、いわゆる西暦に関することはですね、よく外国の人からこういう話が出ます。 

それで西暦でやっぱり統一したほうが非常にいいということで、日本の方はですね、これ

当たり前ということで、あまり気付いていないと思うんですけれども、こういった細かいと

ころは、外国人にとってはやはり違うなというところですね。 

ですからこれからもですね、こういった細かいところをもう少し見つけて、それで外国人

が住みやすい街にすると、とってもいいなと、そう思います。 

以上です。 

 

（○佐々木委員長） 

はい、ありがとうございました。 

このままでよろしいということでいいですよね。 

 

（○崔委員） 

はい。 

 

（○佐々木委員長） 

はい、ありがとうございます。 



その他ございませんか。 

特段ないようであればこのプランを最終案として委員会として決定するように、審議採

決をしたほうがいいですよね。 

原案どおりで当花巻市文化共生推進プランを最終案とするということに賛成いただける

方は挙手をお願いいたします。 

はい、ありがとうございます。全会一致で、賛成としていただきました。本案を当委員会

の最終案といたします。ありがとうございました。 

議事は以上といたします。ありがとうございました。 

 

（○司会） 

ありがとうございました。 

それではアドバイザーによる総括ということで、松岡教授よりお願いいたします。 

 

（○松岡教授） 

松岡です。よろしくお願いします。 

総括、計画をここまで、短い期間だったので大変だったと思うんですけども、皆様の御意

見も反映されたということで、うまくまとまったと思います。ただ、プランが出来たら終わ

りということではないと思いますので、これから国際交流協会はじめ、いろいろな皆様の御

協力もいただきながら、これが実現に向けてっていうことで、いろんな事業が入ってくると

いいなと思いますし、何より市民の皆様の意識がどんどん変わっていけばいいなというふ

うに考えています。 

まだ多文化とか共生っていう言葉は、全く市民権は得ていないもので、何それって言われ

ることが多いですので、いろんな機会でこういうのが出ていったらいいなというふうに思

います。 

あとすいません、さっき言い忘れたんですけど、自動翻訳については、翻訳がちょっと怪

しい部分があるので、利用する際は、ぜひネイティブチェックをしていただきたいなという

ふうに思います。 

時々本当に変な翻訳が入ってしまうので、ネイティブの方に見ていただいたほうがいい

ものになるかなと思います。翻訳する言語が何言語になるのか教えていただけますか。 

 

（○事務局） 

そこも含めて検討中です。 

 

（○松岡教授） 

わかりました。以上です。ありがとうございます。 

 



（○司会） 

松岡先生ありがとうございました。 

続きまして、次第 4のその他に移ります。事務局から連絡があります。 

 

（○事務局） 

事務局より、出前講座の拡充と国際都市推進員の配置について御説明申し上げます。 

花巻市では例年、市民の皆様に向けた出前講座を開催しております。来年度、翌月 4月か

ら、メニューに多文化共生についてという項目を追加いたしました。 

これは、市民で構成される団体が市に申し込んで、こういった講座を開いてほしいという

ふうに、申込みいただくものです。申込みがないと、もちろん受けられないものなので、市

からＰＲをしていかないといけないなと考えているところです。 

今回策定予定のプランの説明に合わせて、花巻市が推進する多文化共生について紹介を

していきたいと考えておりますし、本市の状況や、このプランの説明に加えまして、今日皆

様の御手元にお配りしております岩手県国際交流協会が作成しました対応事例集、この小

さい冊子ですけれども、こういった内容も紹介しながら、他人ごとではなくて自分事として、

多文化共生について考えるきっかけが持てるような内容にしていきたいと考えております。 

なお、この事例集は松岡教授が監修なさったもので、数年前のものにはなりますが、今に

十分対応できるものかと思いますので皆様にも是非お目通しいただければと思います。 

次に、国際都市推進委員についてです。市はこれまで、姉妹都市交流事業を主な業務とす

る国際都市推進を国際交流室、市役所の中に配置をしておりました。 

来年度からは、多文化共生の推進を図るために、その推進員を、国際交流協会さんのほう

に配置をさせていただきまして、姉妹都市交流に加えまして多文化共生事業にも取り組ん

でいただくことになりましたので、御報告をいたします。 

もちろん協会さんに全てお任せというのではなくてきちんと市と連携をとりながらいろ

んな事業に取り組んでいきたいと考えております。 

そこで、国際交流協会様から、来年度の事業について御紹介いただきたいのですが、佐々

木理事長、よろしくお願いいたします。 

 

（○佐々木委員長） 

冒頭に私がお話しした内容でございまして、このプランの 19 ページの第 6 章にですね、

計画の推進体制って、ございますけども、これを見ると、花巻市が自ら、多文化共生を推進

する意欲が感じられるものになっております。 

これ、そういう意味ではですね、多文化共生プランは皆さんに作っていただきましたし、

昨日我々の協会の理事会で話し合った内容っていうのは、このプランを協会が、そのままな

ぞるというよりは、皆さんが、このプランの後も継続して顔を合わせる場を持つことによっ

て、それぞれの外国人とのかかわりが非常に濃い、ある意味、指名を受けたこの地域から選



ばれている皆さんでございますので、会合は非常に貴重なものだなと思っておりまして、こ

れを協会で持たせていただいて、定期的に、あまり負担にならないようにある意味自由度を

持ちながら、皆様の意見を聞きながらですね、地域に必要とされる活動を協会として展開し

ていきたいという意図のほうが強いです。 

ここに書いてある一つ一つのものを協会がスケジュール立ててやってくというようなイ

メージではなく、皆さんが現場でお持ちのですね、ニーズを聞きながら、協会の事業に整合

させながらやっていくほうが、協会の役割とするとより、市民に近い立場で展開できるとい

うそういう考え方でございます。 

皆さんに配布している文章の中には、そういう意図のことが書かれてあります。2枚目に

ですね、連絡先と、協力できる出来ないまだちょっと悩んでいると。その辺りも含めて、御

記載いただいて、御協力いただけるという方をもって、新たな花巻市多文化共生推進委員会、

この名前でスタートし、協議しながら、活動していきたいという思いでございます。ぜひ皆

様にはこれをご縁にですね、一緒に活動していただけるようにお願いしたいと思っており

ます。 

今日いらしてないですけども、ベトナムからいらしてる方、フィリピンからいらしている

方、今日は中国の方がいらしてくれていますが、もしかしたら山口委員のように、ミャンマ

ーとかですとか、カンボジアとか、そういった関係のある方々、現場を持ちの方は、やっぱ

り様々な悩みだとかニーズに 1 番近いところにいらっしゃると思うので、それをその場で

出していただいて、協会でできることであればすぐにでもできることもあると思いますの

で、そういう意図でございます。 

ぜひ、御協力をお願いしたいと思います。 

協会全体の御説明ということも、簡単にかいつまんで説明をするとですね、やっぱりコロ

ナが終了しましたので、新たなというか、それまで行われていた交流事業全般が再開される

という事業計画になっております。ですから姉妹都市交流もございますし、中学生の派遣事

業もございますし、姉妹都市からの受入れ事業もあるということでございます。 

あとは定住外国人の方々に日本語講座を穂高さんにはですね、非常にお世話になりなが

ら日本語を教えていただいている事業を継続すると同時に、平日のニーズもあるというこ

とで、それまではちょっと穂高さんには難しいということで、協会のほうに新たに手当てを

して、平日にも対応できるような、日本語の教育の新たなサービスを検討したりしていると

いう形でございます。 

私が冒頭に申した事業のことをですね、協会の中では、市から、予算を頂戴して、事業に

落とし込んで展開しているんですけども、これまでは、国際理解推進事業として、多文化サ

ロンのようなものをやってたんですけども、要は、ある意味協会側がこれやればいいんじゃ

ないかということを勝手に考えて、推進していた面が強かった部分を、そこに、皆さんの多

文化共生推進委員会に議論をしていただいたものを反映させるということで多文化共生推

進事業と名付けておりまして、多文化共生、名前の変更までは申してなかったんですけども、



冒頭に私が申し上げた新たな委員会の展開と、それを基にした事業展開っていうのが、今、

事務局が、ぜひ、皆さんにお知らせしたいという内容のものでございます。 

 

（○事務局） 

ありがとうございました。 

続いて事務連絡です。会議録は後日作成しますが、完成しましたら皆様に郵送させていた

だきます。恐れ入りますが、御確認をいただく期日を設けさせていただいてお知らせします

ので、引き続き御協力をよろしくお願いいたします。 

 

（○司会） 

ではその他、委員の皆様から何かございますでしょうか。 

 

（○穂高委員） 

交流協会の皆様から御支援いただいて、日本語のボランティアをやっております。 

日本語のことは、先ほど会議でも言語の支援をするとか、それから、国際交流として、中

学生とか、いつも交流している国、ホットスプリングスですとか、ラットランドですとか、

交流する事業は、分かるんですね。それも国際交流で大事なことだと思っています。 

私どもの日本語教室は、ボランティアでやっており、ステップと申します。ステップのメ

ンバー3名でやっているんですが、3名毎月集まって話合いをして、その月のいろいろな問

題になったこととか次に気をつけたいことを話し合ってやっているんですが、話題になる

ことは、例えば日本人の方と結婚されている方がいたとして、その方の悩みっていうのを、

日本語の授業の中では、なかなか聞いてさしあげられないんですね。ちょっとした会話のと

きは、やるんです。おばあさんどうですかとか、○○ちゃん心配ないですかとか、いろんな

話が出てきますけれど、でも、その方の日本語も十分じゃなくって、英語はお話しなさるん

ですけど、困ってることとか、悩んでること、どなたに打ち明けてるかなって。パートナー

さんはとってもいい方で、日本語の支援のために仕事が大丈夫な限りは毎週必ず教室に連

れて来てくださって、本当にそういう意味では、仲よくやってるっていうか、パートナーの

支えになっている。 

だけど、日中はパートナーさんはお仕事でおられない。隣近所の方に悩みを言える関係で

はないようです。そういうことを協会さんとしては、そういう悩みとかを、協会に訪れる皆

さん、何かお話してるんだろうかと思っています。 

それから、外国人市民の中に、母国のお母さんと一緒に日本で暮らすためにどうしたらい

いか悩んでいた方がいらして、私どもがいろいろお話を聞いたり、協会さんのスタッフの皆

さんに助けていただきました。その方は今お母さんと一緒に住むことができていて、全く悩

みがないわけじゃないと思うんですけど、でも、お母さんに話せると思うんですね。 

でも、そのほかの皆さんの事があんまりよくわかってないので、どうなさってるのかなあ



と思って、そういうものが、勉強とか何とか、それと離れて、ちょっと集まって、そういう

場が出来ないのかなって、いつも思います。 

せっかく花巻に来て暮らしてくださってるから、何ていうか、いい思いで暮らしていただ

きたい、心地よく、そういう思いだけで日本語のときもご一緒してるんですけど、なかなか

そういうお話を聞く時間ないよねって。 

教室だと隣の方がいてこういうところでは話しづらいこともあるのかなあとか、勝手に

こっちが思ってるだけなんですけど、でも、そういう場っていうのは、必要じゃないのかな

って。本当に基本的なことですが、そこの場で暮らしたりするために、こんなことを抱えて

るって。配布されたこの冊子にはいろいろ載ってるけど、こういうことじゃない、もっと何

ていうか、本当に基本的な生活の部分でのお話、ちょっと聞けたらいいなと思っております。

そういう場が必要じゃないのかなっていうのが、個人的にはそう思っております。 

ステップの 3人とは、あればいいね、そういう時間つくりましょうかと話しています。授

業の代わりに相談を受ける時間にするなど。でも、グループでは無理だと思うんですね、お

話しするときに。やり方も含めて学ばなきゃいけないんですけど。そんなことを感じており

ます。 

それを協会の皆様のところには、定住外国人の方含め、それからＡＬＴの方たち含めて、

何か相談が来てるんでしょうか。私、ＡＬＴの方たちも、今、私どものところにいらしてく

ださってる方たちが本当に長くずっと学んでくださって、何か困ってることありませんか

っていう声掛けをします。でも、簡単にこういうことで困ってるなんてことはおっしゃらな

いんですね。先生たちと学校であんまりお話出来ない部分もあるのかな、見えないだけなの

かな、それともないのかなとか、いろいろと思っております。 

すみませんちょっと長くなりました、日頃ちょっと思っていることです。 

 

（○司会） 

はい、貴重な御意見ありがとうございました。 

そういったことも含めて今後国際交流協会さんのほうで、その多文化推進員の皆様の声

を頂戴しながらいろんな事業を展開されていくのかなと思いますので、今の御意見も参考

にしながら進めて、協会と室とで連携して、いろいろ、住みやすい花巻になるように頑張り

たいと思いますので、引き続き、御意見御指導いただければと思います。 

ありがとうございました。 

では、その他ありますか。山口さん。 

 

（○山口委員） 

岩手国際経済技術協同組合と申しまして技能実習生でしたり、特定技能生の管理をして

いる協同組合でございます。 

私は、現場の生の声を皆さんにお話しする役割と思ってますので、直近にあったことをで



すね、ちょっとお話ししたいと思ってます。 

医療の対応のことです。先ほど、出前講座っていうお話出ました。施策にも入れ込んでい

ただいてます。 

ただ、医療に関しては、こちらからですね、もう積極的にやっていかないと非常に追いつ

かない感じがしています。 

今回は、私が別件である病院で打合せをしている時に、病院側から相談がありました。外

国人市民が交通事故で緊急入院したと、それをボランティアで何か面倒見てくれる組織が

あると聞いたんだけども、私に知らないかというお話でありました。意識はあるとのことだ

ったので、何かやりとり出来て例えば簡単に言えばポケトークだったり、そういうのを使っ

て、言語がわかれば、意思疎通スタートを図れるんじゃないですかって話もしたんですが、

いやあとても医局がそんなことやってられないということですという話が病院側からあっ

てですね、この現実を知ってほしくて。国際交流室に対しても同じような相談をしていたよ

うですね。 

そういう現実があります。 

私が何でその病院に行ったかというと、受入れをした実習生が病院に救急車で運ばれた

んです。病状から病院を複数転院する必要があり、ある種安定したんで元の病院に戻されて、

そこでの打合せだったんですが、そこでもう、病気の性質上、通訳も入れるのはちょっと難

しいということで、ただ、対応した人がですね、もう何時に患者が来ますよっていうことを、

当然、わかってたはずなのに、ポケトークの扱いがわからないんでしょうね。もっと言った

ら電源も充電でもなってないんですよ。我々がポケトークの使い方を教えてあげたりね、そ

んな意識です。 

一事が万事とは言いませんけども、とにかく言葉が十分理解できない人が、病気になった

りけがしたりした場合に、心許ない中で、受入れ側が実際そういう対応なんですよね。それ

以外にも、日本語ができる外国人市民の夫婦が、妊娠の兆候が出て通院の予約をとろうと思

ったら、ただ国籍が違うというだけで、それだけでもう、いっぱいだということでお断りさ

れたと。 

同じ会社の日本人が、1週間後にそこに診察に行ったらすぐ大丈夫ですよと。早く見たほ

うがいいですねという話をもらって、それで対応の違いが発覚したんですけどね。もう、今、

いろいろそうじゃないところはいっぱいあると思うんですが、とにかく病院に対して、多文

化共生を理解していただくことを、要望をもらわなくてもこちらから出向いて、お話しする

機会ってのは、優先順位が高いのじゃないかなと、非常にそう思ってます。 

実際自分が直近で体験した話で、ぜひともこの現実を皆さんに知っていただきたくて、話

しました。以上でございます。 

 

（○司会） 

貴重な最前線のお話をありがとうございました。 



その他、何かありますでしょうか。 

なければ、今回の委員会が最終回となりますので、市川生涯学習部長より御挨拶申し上げ

ます。 

 

（市川生涯学習部長） 

皆さん、今日は大変ありがとうございました。 

そして、無事、最終案をまとめていただきまして、大変ありがとうございます。委員長、

副委員長を初め、アドバイザーとして御指導いただきました松岡先生ありがとうございま

す。 

たくさんいろんな項目ありましてですね、まだまだ、おっしゃるとおり、多文化共生って

いうのを、御理解いただけるかというとなかなか難しいかなというふうに思ってますし、ま

ずは、やはり、こういうプラン出来ましたということを十分にお知らせしながら、身近にで

すね、きちんとその多文化共生という、そういうものを感じていただけるように努めていき

たいと思っているものでございます。 

実はあの、私スポーツも担当しておりまして、ここ数日野球でですね、大変、忙しくてパ

ブリックビューイングとかも休みの日までやって準備してやったりしておりまして、まさ

にこの野球を見ますとですね、グラウンドで本当に多文化共生が、当たり前というかですね、

示してもらってるんじゃないかなっていうふうに、感じた次第です。 

いろんな国籍の方が、ヌートバー選手とかですね、普通に日本の文化、我々も、そういう

のを、この数週間というかですね、見ながらこうあるべきだなっていうふうに感じた点が、

ありました。 

こういうのを、せっかく花巻市、岩手県の野球も、いろんな面で、取材等もありますんで

ですね、そういうのも、何か活用出来ないかなっていうふうに感じたところであります。 

皆様もぜひ、このプラン作っていただいた中でですね、いろいろ輪を広げていただいて、

どんどん多文化共生が進むまち花巻市ということで、世界に示せることができればうれし

いなというふうに思っておりますので、どうぞ今後ともよろしくお願いしたいと思います。

本当にありがとうございました。 

 

（○司会） 

以上をもちまして、本日の委員会を閉会いたします。 

皆様ありがとうございました。 

 


